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私
が
長
島
隆
先
生
に
最
初
に
お
会
い
し
た
の
は
、
1
9
8
9
年
3
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
同
年
4
月
1
日
よ
り
私
は
長
崎
大
学
に
赴
任
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
引
っ
越
し
の
作
業
以
外
に
、
多
く
の
人
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
仕
事
の
段
取
り
を
付
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
で
、
毎
日
の
よ
う
に
人
と
会
う
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
当
時
長
島
先
生
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
「
自

然
哲
学
」
研
究
の
新
進
気
鋭
の
研
究
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
長
島
先
生
は
、
日
本
医
大
の
哲
学
担
当
の
専
任
講
師
に
前
年
着
任
さ
れ
て
お

り
、
多
く
の
企
画
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
私
は
当
時
ゲ
ー
テ
の
自
然
学
を
手
掛
け
て
お
り
、
ま
た
ド
イ
ツ
系
の
科
学
論
を

や
っ
て
い
た
関
係
で
、
英
米
系
の
科
学
史
や
科
学
哲
学
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
ド
イ
ツ
自
然
哲
学
」
に
よ
り
親
和
性
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
と
き
ど
う
い
う
話
を
し
た
の
か
は
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
お
ら
ず
、
ド
イ
ツ
自
然
哲
学
の
何
か
の
著
作
の
分
担
翻
訳
と
、
論
集
の
な
か

の
一
つ
の
原
稿
の
話
が
、
長
島
先
生
よ
り
出
た
と
思
う
。
こ
の
分
担
翻
訳
は
、
私
の
事
情
で
手
が
回
ら
ず
、
企
画
そ
の
も
の
が
中
途
で
終

了
し
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
当
時
私
は
、
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ナ
、
ヴ
ァ
レ
ラ
の
「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」
の
翻
訳
を
引
き
受
け
て
い
た
の
で
、

ど
う
や
っ
て
時
間
を
や
り
く
り
す
る
か
を
い
つ
も
考
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
長
崎
大
学
は
国
立
大
学
で
あ
り
、
国
立
大
学
に

赴
任
す
れ
ば
、
時
間
だ
け
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
。
も
と
も
と
長
崎
大
学
は
、
高
等
商
科
（
現
経
済
学
部
）
と

医
科
大
学
（
現
医
学
部
）
を
中
心
と
し
て
で
き
た
大
学
で
、
私
の
赴
任
し
た
教
養
部
は
大
学
の
教
養
教
育
の
理
念
に
沿
っ
て
設
定
さ
れ
て

い
た
教
養
課
程
を
担
当
す
る
部
署
で
あ
る
。

　

教
養
教
育
は
、
戦
後
の
書
物
や
文
化
的
教
養
（
映
画
、
演
劇
等
）
に
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
時
代
に
、
高
等
専
門
教
育
と
は
別
の
教
養

河
　
本
　
英
　
夫

未
了
・
未
決
の
人

─
長
島
隆
先
生
に
贈
る
言
葉
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教
育
を
行
う
と
い
う
理
念
で
運
営
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
も
は
や
教
養
課
程
は
役
割
を
終
え
つ
つ
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
大
学
の
「
大
綱
化
」
に
そ
っ
て
教
養
部
の
改
組
が
全
国
の
大
学
で
試
み
ら
れ
て
い
た
。
大
綱
化
と
は
、
大
学
の
規
制
の

撤
廃
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
、
卒
業
ま
で
に
各
学
生
は
1
2
4
単
位
を
履
修
す
れ
ば
よ
く
、
1
2
4
単
位
の
内
実
は
各
大
学
各
学
部
の

特
性
が
で
る
よ
う
に
決
め
て
よ
い
と
い
う
、
戦
後
の
大
学
行
政
の
な
か
で
は
、
最
大
の
変
更
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
私
は
東
洋
大
学
に
1
9
9
1
年
に
移
り
、
当
初
は
文
学
部
教
養
課
程
人
文
分
野
に
所
属
し
て
い
た
。
東
洋
大
学
で
も
教
養
改

革
が
行
わ
れ
て
、
人
文
分
野
は
廃
止
と
な
り
、
そ
こ
に
い
た
人
た
ち
は
文
学
部
の
哲
学
科
、
史
学
科
、
日
本
文
学
科
に
分
か
れ
て
移
っ
て

行
っ
た
。
そ
の
後
哲
学
科
の
量
義
治
先
生
（
カ
ン
ト
哲
学
）
の
後
任
採
用
人
事
を
公
募
で
行
い
、
長
島
先
生
を
東
洋
大
学
哲
学
科
に
お
迎

え
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
2
0
0
1
年
度
の
こ
と
で
あ
る
。
公
募
の
応
募
者
は
、
1
名
の
募
集
に
対
し
て
49
名
あ
り
、
何
度
か
の
会
議
を

経
て
長
島
先
生
に
決
定
し
た
。
資
格
審
査
会
、
教
授
会
の
審
査
報
告
は
、
私
が
行
っ
た
。

　

こ
う
し
て
私
は
、
長
島
先
生
と
同
僚
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
当
時
私
は
多
く
の
仕
事
を
抱
え
て
、
無
茶
苦
茶
に
忙
し
か
っ
た
。

自
分
の
仕
事
の
合
間
に
授
業
を
や
り
、
学
務
を
こ
な
す
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
、「
つ
い
で
に
大
学
教
員
」
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
の
が

実
情
に
近
か
っ
た
。
そ
の
た
め
長
島
先
生
と
は
ゆ
っ
く
り
話
し
て
い
る
よ
う
な
時
間
を
取
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
難
し
い
状
況
だ
っ
た
。
ま

た
古
典
の
研
究
を
、
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
な
が
ら
行
う
よ
う
な
状
況
で
も
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
当
時
長
島
先
生
が
、
ど
う
い
う
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
、
ま
た
ど
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
る
の
か
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

二
度
ほ
ど
長
島
先
生
と
は
、
大
学
の
入
試
問
題
を
一
緒
に
作
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
夏
休
み
の
後
半
に
、
甫
水
会
館
4
階
の
1
室
を
使
っ

て
缶
詰
め
状
態
で
問
題
作
成
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
作
業
で
は
、
い
ず
れ
に
し
ろ
長
時
間
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た

合
間
に
、
い
ろ
い
ろ
な
話
が
出
た
。
大
学
入
試
問
題
だ
か
ら
、
文
章
は
実
務
的
に
書
け
ば
よ
い
の
だ
が
、
長
島
先
生
の
場
合
、
入
試
問
題

で
あ
っ
て
も
普
通
の
文
章
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
東
北
訛
り
の
残
る
よ
う
な
日
本
語
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
文
章
の
力
点
が
ど
こ
に
あ
る
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の
か
、
し
ば
し
ば
不
明
だ
っ
た
。

　

こ
ん
な
調
子
だ
っ
た
か
ら
、
お
そ
ら
く
授
業
の
話
し
言
葉
も
、
決
し
て
聞
き
や
す
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
味
も
臭
い
も

あ
っ
た
と
思
う
が
、
は
っ
た
り
を
か
ま
せ
て
わ
か
っ
た
気
に
さ
せ
る
よ
う
な
授
業
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

　

力
点
が
分
か
り
に
く
い
だ
け
で
は
な
い
。
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
い
つ
話
が
始
ま
っ
た
の
か
、
ま
た
い
つ
終
わ
っ
た
の
か
も
よ
く
分
か

ら
な
か
っ
た
。
不
思
議
な
話
し
方
だ
っ
た
。
途
中
で
話
が
終
わ
っ
た
の
か
と
思
っ
て
い
る
と
、
ま
だ
終
わ
っ
て
お
ら
ず
、
再
度
、
続
き
か

ら
再
開
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
と
き
に
は
中
断
前
の
終
わ
り
が
何
だ
っ
た
の
か
も
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
ふ
う
に
話
が
再
開
さ

れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
再
開
さ
れ
た
と
き
、
あ
の
話
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
返
す
の
で
あ
る
。
不
思
議
な
持
続

感
だ
っ
た
。

　

院
生
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
長
島
先
生
と
よ
く
話
を
し
た
。
ド
イ
ツ
で
博
士
論
文
を
書
き
上
げ
た
畑
一
成
君
が
修
士
課
程
に
い
た
頃
、

ゲ
ル
ノ
・
ベ
ー
メ
の
論
文
を
一
緒
に
読
ん
で
あ
げ
て
ほ
し
い
と
私
は
長
島
先
生
に
お
願
い
し
た
。
ゲ
ー
テ
の
色
彩
論
を
論
じ
る
さ
い
に
は
、

な
に
が
な
ん
で
も
読
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
論
文
だ
っ
た
。
私
は
こ
の
論
文
の
私
家
版
の
翻
訳
を
自
分
で
作
っ
て
持
っ
て
い
た
の

だ
け
れ
ど
、
そ
れ
を
丸
ご
と
畑
君
に
渡
し
た
の
で
は
、
訓
練
に
な
ら
な
い
。
ど
う
し
て
も
ド
イ
ツ
語
を
量
と
し
て
読
み
込
む
こ
と
が
必
要

だ
っ
た
。
長
島
先
生
は
、
根
気
よ
く
畑
君
を
指
導
し
て
く
れ
た
。
研
究
と
い
う
の
は
、
私
家
版
の
翻
訳
を
ど
れ
だ
け
も
っ
て
い
る
か
が
後

の
展
開
を
決
め
る
と
い
う
の
が
、
長
島
先
生
と
私
の
共
通
了
解
だ
っ
た
。

　

長
島
先
生
の
も
っ
と
も
主
要
な
仕
事
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
こ
に
も
不
思
議
な
未
了
感
が
あ
る
。
長
島
先
生
か
ら
は
多
く

の
企
画
の
話
は
で
る
の
だ
が
、
ど
れ
が
終
わ
り
、
ど
れ
が
中
途
で
継
続
し
、
ど
れ
が
こ
れ
か
ら
開
始
す
る
の
か
は
、
ほ
と
ん
ど
よ
く
わ
か

ら
な
か
っ
た
。
ま
だ
継
続
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
す
で
に
未
決
の
ま
ま
中
断
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
企
画
そ
の

も
の
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
人
の
話
か
ら
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
物
事
を
宙
吊
り
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に
し
て
い
る
の
か
と
思
う
と
、
そ
う
で
も
な
か
っ
た
。

　

お
そ
ら
く
決
定
的
に
重
要
な
こ
と
と
、
そ
う
で
も
な
い
こ
と
の
間
に
明
確
な
区
別
を
立
て
な
い
で
い
た
か
、
そ
の
区
別
を
行
う
こ
と
を

留
保
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
長
島
先
生
に
感
じ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
の
読
み
で
も
、
過
度
に
現
代
に
引
き
付
け
て
読
む
こ
と

を
留
保
し
、
ま
た
同
時
代
の
関
連
す
る
文
獻
を
網
羅
的
に
読
み
続
け
る
と
い
う
の
で
も
な
か
っ
た
。
た
だ
し
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
壁
に
当

た
っ
て
し
ま
う
の
か
に
つ
い
て
は
、
敏
感
な
感
度
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
や
哲
学
の
研
究
で
、
同
時
代
の
文
獻
を
網
羅
的
に
読
む
と
い
う
こ
と
は
、
文
献
と
語
学
的
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
か

ら
、
日
本
で
行
う
こ
と
は
相
当
に
難
し
い
。
難
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
放
り
出
す
と
い
う
こ
と
で
も
な

い
。
ま
た
言
語
を
超
え
た
普
遍
的
論
理
で
押
し
切
る
と
い
う
の
で
も
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
何
重
か
の
留
保
の
隙
間
の
弾
力
と
い
う
よ
う

な
資
質
が
、
長
島
先
生
に
は
あ
っ
た
。

　

長
島
先
生
は
、
比
較
的
身
体
は
弱
い
方
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
冬
場
は
、
よ
く
風
邪
に
な
り
、
扁
桃
腺
が
張
れ
て
寝

込
ん
で
い
る
と
い
う
よ
う
な
様
子
が
あ
っ
た
。
2
0
1
6
年
に
は
、口
元
に
感
染
症
で
あ
る
ヘ
ル
ペ
ス
が
発
生
し
た
。
そ
の
跡
が
ま
だ
少
々

残
っ
て
い
る
。
免
疫
力
が
落
ち
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
新
し
く
目
覚
め
た
研
究
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
話
し
て
く
れ
て
い
た
。
い
く

つ
に
な
っ
て
も
文
獻
を
読
み
続
け
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
の
点
は
若
い
頃
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

お
そ
ら
く
そ
れ
は
い
つ
終
わ
る
と
い
う
よ
う
な
企
画
で
は
な
い
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
際
限
な
く
文
献
を
読
み
、
そ
こ
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
な
か
で
自
分
の
経
験
を
動
か
し
て
い
く
。
そ
れ
が
長
島
先
生
の
研
究
の
姿
勢
で
あ
る
。
そ
ん
な
ふ
う
な
取
り
組
み
だ
っ
た
と
思
う
。

そ
う
な
る
と
こ
れ
は
大
学
教
員
と
し
て
の
定
年
ぐ
ら
い
で
は
、
途
切
れ
る
よ
う
な
も
の
で
も
な
い
。
体
力
を
維
持
し
、
感
染
症
に
も
負
け

ず
、
時
々
は
雑
菌
を
除
去
す
る
に
も
役
立
つ
の
だ
か
ら
、
自
分
の
部
屋
の
掃
除
も
行
っ
て
、
そ
し
て
終
わ
り
の
な
い
よ
う
な
未
了
・
未
決

の
研
究
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。 

（
2
0
1
6
年
10
月
）
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Ⅰ
．
略　

歴

1
9
7
0
年　

福
島
県
立
福
島
高
等
学
校
卒
業

1
9
7
1
年　

東
北
大
学
文
学
部
入
学

1
9
7
5
年　

東
北
大
学
文
学
部
哲
学
科
哲
学
専
攻
卒
業

1
9
7
7
年　

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
（
哲
学
専
攻
）
入
学

1
9
8
1
年　

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
（
哲
学
専
攻
）
修
了

1
9
8
1
年　

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
（
哲
学
専
攻
）
入
学

1
9
8
7
年　

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
（
哲
学
専
攻
）
満
期
退
学

1
9
8
8
年　

日
本
医
科
大
学
専
任
講
師

1
9
9
1
年　

日
本
医
科
大
学
助
教
授

1
9
9
2
年　

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ･

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
大
学
（
ボ
ン
）
客
員
研
究
員

2
0
0
2
年　

東
洋
大
学
文
学
部
哲
学
科
教
授
（
文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
兼
担
）

2
0
0
6
年　

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
（
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
）
大
学
交
換
研
究
員

2
0
0
7
年　

文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
兼
担

長
島
　
隆
教
授
　
略
歴
・
業
績
一
覧
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Ⅱ
．
学
会
活
動

1
9
8
2
年　

早
大
哲
学
会

1
9
8
3
年　

日
本
倫
理
学
会
、
日
本
哲
学
会

1
9
8
6
年　

ゲ
ー
テ
自
然
科
学
の
集
い

1
9
8
9
年　

日
本
医
学
哲
学
倫
理
学
会
、
自
然
哲
学
研
究
会

1
9
9
2
年　

日
本
シ
ェ
リ
ン
グ
協
会
、
日
本
ゲ
ー
テ
協
会

1
9
9
5
年　

日
本
ヘ
ル
ダ
ー
学
会

1
9
9
7
年　

東
北
哲
学
会

Ⅲ
．
学　

位

1
9
8
1
年　

早
稲
田
大
学
に
て
文
学
修
士

Ⅳ
．
業　

績

⑴
著　

書

1
．（
共
編
）『
物
象
化
と
近
代
主
体
』
創
風
社
、
一
九
九
一
年

2
．（
共
編
）『
ド
イ
ツ
観
念
論
と
自
然
哲
学
』
一
九
九
四
年

3
．（
共
著
）『
自
然
と
そ
の
根
源
力
』
西
川
富
雄
編
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
三
年

4
．（
共
編
）『
シ
ェ
リ
ン
グ
読
本
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
四
年
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5
．（
共
編
）『
現
代
認
識
と
ヘ
ー
ゲ
ル
＝
マ
ル
ク
ス

│
認
識
主
義
の
没
落
と
存
在
主
義
の
復
興
』
青
木
書
店
、
一
九
九
五
年

6
．（
共
著
）『
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
へ
の
新
視
角
』
加
藤
尚
武
編
、
創
文
社
、
一
九
九
九
年

7
．（
共
編
）『
シ
ェ
リ
ン
グ
自
然
哲
学
と
そ
の
周
辺
』
梓
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年

8
．（
共
著
）『
ヘ
ー
ゲ
ル
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
加
藤
尚
武
編
、
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
一
年

9
．（
共
編
）『
生
殖
医
学
と
生
命
倫
理
』
太
陽
出
版
、
二
〇
〇
一
年

10
．（
共
編
）『
臓
器
移
植
と
生
命
倫
理
』
太
陽
出
版
、
二
〇
〇
三
年

11
．（
共
著
）『
東
洋
大
学
哲
学
講
座

│
哲
学
を
使
い
こ
な
す
』
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
四
年

12
．（
共
著
）『
ド
イ
ツ
観
念
論
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
大
橋
良
介
編
、
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
六
年

13
．（
共
著
）『
環
境
倫
理
の
新
展
開
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
書
店
、
二
〇
〇
七
年

14
．（
共
編
）『
看
護
学
生
の
た
め
の
医
療
倫
理
』
丸
善
出
版
、
二
〇
一
二
年

⑵
事
典
項
目
執
筆

1
．（
分
担
執
筆
）『
ヘ
ー
ゲ
ル
事
典
』
加
藤
尚
武
他
編
、
弘
文
堂
、
一
九
九
二
年
、
縮
刷
版

2
．（
分
担
執
筆
）『
岩
波
哲
学
・
思
想
事
典
』
加
藤
尚
武
・
廣
松
渉
他
編
集
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年

3
．（
共
編
）『
生
命
倫
理
の
キ
ー
ワ
ー
ド
』
理
想
社
、
一
九
九
六
年

4
．（
分
担
執
筆
）『
哲
学
の
木
』
河
本
英
夫
・
永
井
均
他
編
、
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年

5
．（
分
担
執
筆
）『
生
命
倫
理
事
典
』
近
藤
均
他
編
、
太
陽
出
版
、
二
〇
〇
二
年
、
増
補
版
二
〇
一
〇
年

6
．（
分
担
執
筆
）『
応
用
倫
理
学
事
典
』
加
藤
尚
武
編
集
代
表
、
丸
善
出
版
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7
．（
分
担
執
筆
）『
哲
学
中
辞
典
』
知
泉
書
館
、
二
〇
一
六
年
一
一
月

⑶
翻
訳
書

1
．（
共
訳
）『
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
入
門
』
Ｈ
．
Ｍ
．
バ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー
編
、
北
村
実
監
訳
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
七
年

2
．（
共
訳
）『
有
限
な
理
性
』
Ｈ
．
Ｍ
．
バ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー
著
、
晃
洋
書
房
、
一
九
九
七
年

3
．（
監
訳
）『
わ
れ
わ
れ
は
「
自
然
」
を
ど
う
考
え
て
き
た
か
』
ゲ
ル
ノ
ー
ト
・
ベ
ー
メ
編
、
ど
う
ぶ
つ
社
、
一
九
九
八
年

4
． （
共
訳
）『
初
期
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
軌
跡

│
断
片
・
講
義
・
書
評
』
寄
川
条
路
編
訳
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
（
担
当
部
分｢

ラ
イ
ン

ホ
ル
ト
の
シ
ェ
リ
ン
グ
『
超
越
論
的
観
念
論
の
体
系
』
に
つ
い
て
の
書
評｣

）、
二
〇
〇
六
年

5
． （
共
訳
）『
超
越
論
哲
学
の
次
元

│
1
7
8
0
│
1
8
1
0
年
』
シ
ュ
テ
フ
ェ
ン
・
デ
ィ
ー
チ
ュ
著
作
、
知
泉
書
館
（
分
担
部
分
：

前
書
き
、
序
論
か
ら
第
六
章
ま
で
、
お
よ
び
、
第
一
〇
，
一
一
章
、
解
説
、
訳
注
及
び
索
引
）、
二
〇
一
四
年

6
． （
共
訳
）『
ド
イ
ツ
医
療
倫
理
学
の
最
前
線

│
人
格
の
生
と
人
間
の
死
』
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ク
ヴ
ァ
ン
テ
著
、リ
ベ
ル
タ
ス
出
版
（
分

担
部
分
：
第
三
章
を
担
当
、
五
五
│
一
〇
七
ペ
ー
ジ
）
二
〇
一
五
年

⑷
論　

文

1
． 「
初
期
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
『
生
』
の
意
味

│
主
体
性
と
社
会
性
と
の
ア
ポ
リ
ア
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要　

別
冊　

哲
学
・
史
学
編
』
一
〇
集
、
一
九
八
三
年

2
．「
初
期
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
『
国
民
宗
教
』
と
『
古
代
共
和
国
』
の
理
想
」『
倫
理
学
年
報
』
三
四
号
、
一
九
八
五
年

3
． 「
シ
ェ
リ
ン
グ
に
お
け
る
「
実
在
論
」
の
可
能
性
の
問
題

│
『
書
簡
』
論
文
を
め
ぐ
る
フ
ィ
ヒ
テ
と
シ
ェ
リ
ン
グ
」『
哲
学
世
界
』
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九
号
、
一
九
八
六
年

4
．「
自
然
と
歴
史

│
シ
ェ
リ
ン
グ
自
然
哲
学
の
歴
史
哲
学
的
機
能
」『
社
会
思
想
史
研
究
』
一
一
号
、
一
九
八
七
年

5
．「
シ
ェ
リ
ン
グ
の
『
ポ
テ
ン
ツ
』
論

│
『
ポ
テ
ン
ツ
論
』
と
弁
証
法
」『
日
本
医
科
大
学
基
礎
科
学
紀
要
』
九
号
、
一
九
八
八
年

6
．「
シ
ェ
リ
ン
グ
の
『
思
弁
的
物
理
学
雑
誌
』
に
つ
い
て
」『
自
然
哲
学
研
究
』
一
号
、
一
九
八
九
年

7
． 「
シ
ェ
リ
ン
グ
の
『
有
機
体
』
論

│
分
極
性
と
『
普
遍
的
有
機
体
』
の
構
想
」『
モ
ル
フ
ォ
ロ
ギ
ア
』
一
一
号
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出

版
、
一
九
八
九
年

8
． 「
ブ
ラ
ウ
ン
説
と
シ
ェ
リ
ン
グ
、ヘ
ー
ゲ
ル

│
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ブ
ラ
ウ
ン
説
に
対
す
る
評
価
と
相
違
に
つ
い
て
」『
日

本
医
科
大
学
基
礎
科
学
紀
要
』
一
〇
号
、
一
九
八
九
年

9
． 「
シ
ェ
リ
ン
グ
『
生
命
』
論
と
医
学

│
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ラ
ー
と
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
レ
シ
ュ
ラ
ウ
プ
」『
医
学
哲
学

医
学
倫
理
』
八
号
、
一
九
九
〇
年

10
． 「
近
代
的
自
我
と
絶
対
者

│
フ
ィ
ヒ
テ
と
シ
ェ
リ
ン
グ
、
あ
る
い
は
シ
ェ
リ
ン
グ
自
然
哲
学
の
理
論
的
前
提
」（
1
）│
1
所
収
、

一
九
九
一
年

11
． 「
個
体
性
の
形
而
上
学

│
ヘ
ー
ゲ
ル
自
然
哲
学
の
根
本
性
格
（
一
）（
二
）」『
日
本
医
科
大
学
基
礎
科
学
紀
要
』
一
一
号
、
一
二

号
、
一
九
九
〇
年
、
一
九
九
一
年

12
． 「
シ
ェ
リ
ン
グ
自
然
哲
学
の
射
程

│
『
生
成
』
の
存
在
論
的
把
握
と
有
機
体
の
問
題
」『
理
想
』
六
四
九
号
、
理
想
社
、

一
九
九
二
年

13
． 「
シ
ェ
リ
ン
グ
『
全
集
』
の
現
状

│
こ
れ
ま
で
の
著
作
集
と
新
し
い
全
集
の
現
段
階
」『
シ
ェ
リ
ン
グ
年
報
』
創
刊
号
、

一
九
九
三
年
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14
． 「
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
リ
ッ
タ
ー
と
『
科
学
史
』
の
構
想

│
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
に
お
け
る
『
歴
史
的
思
惟
』
の
問
題
」

一
九
九
四
年
、（
1
）│
2
所
収

15
．「
フ
ィ
ヒ
テ
と
シ
ェ
リ
ン
グ

│
『
生
き
て
い
る
自
然
』
と
思
惟
（
知
）
と
存
在
の
同
一
性
」
一
九
九
三
年
、（
1
）│
3
所
収

16
．「
実
在
性
と
無
限

│
ヤ
コ
ー
ビ
・
シ
ェ
リ
ン
グ
論
争
」
一
九
九
四
年
、（
1
）│
4
所
収

17
． “D

as A
bsolute und das R

ealitätsproblem
”, in: Praxis, Vernunft, G

em
einschaft: auf der Suche nach einer anderen 

Vernunft, B
eltz A

thenäum
, 1994

18
．「
デ
カ
ル
ト
の
存
在
主
義
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
へ

│
知
の
確
実
性
と
真
理
」
一
九
九
五
年
、（
1
）│
5
所
収

19
． 「
シ
ェ
リ
ン
グ
歴
史
哲
学
と
近
代
の
原
理

│
カ
ン
ト
の
ヘ
ル
ダ
ー
批
判
と
歴
史
哲
学
の
可
能
性
」『
ヘ
ル
ダ
ー
研
究
』
二
号
、

一
九
九
六
年

20
．「
シ
ェ
リ
ン
グ
と
エ
ッ
シ
ェ
ン
マ
イ
ヤ
ー

│
絶
対
者
と
知
的
直
観
」『
理
想
』
六
五
七
号
、
理
想
社
、
一
九
九
六
年

21
． 「『
世
界
霊
魂
』
と
自
然
構
成
の
原
理

│
自
然
の
超
越
論
的
基
礎
付
け
と
『
無
制
約
者
』
問
題
」『
モ
ル
フ
ォ
ロ
ギ
ア
』
一
八
号
、

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
一
九
九
六
年

22
．「
体
系
期
ヘ
ー
ゲ
ル
の
空
間
・
時
間
論

│
講
義
草
稿
の
議
論
を
視
野
に
入
れ
て
」『
理
想
』
六
六
〇
号
、
理
想
社
、
一
九
九
七
年

23
． 「
シ
ェ
リ
ン
グ
自
然
哲
学
に
お
け
る
『
無
限
者
』
の
問
題

│
シ
ェ
リ
ン
グ
自
然
哲
学
の
課
題
と
基
本
性
格
」『
シ
ェ
リ
ン
グ
年
報
』

六
号
、
一
九
九
八
年

24
． 「
体
系
期
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
自
然
と
自
然
哲
学
の
基
礎
付
け

│
講
義
筆
記
録
を
視
野
に
入
れ
て
」
一
九
九
九
年
、（
1
）│
6
所

収

25
．「
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ガ
ル
ヴ
ァ
ニ
ス
ム
ス

│
シ
ェ
リ
ン
グ
に
お
け
る
『
化
学
』
論
の
一
断
面
」
二
〇
〇
〇
年
、（
1
）│
7
所
収
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26
． 「
エ
ッ
シ
ェ
ン
マ
イ
ヤ
ー
の
有
機
体
論

│
カ
ン
ト
、
シ
ェ
リ
ン
グ
そ
し
て
ブ
ラ
ウ
ン
説
」『
自
然
哲
学
研
究
』
一
一
号
、

二
〇
〇
〇
年

27
． “A

ufklärung und Selbstbestim
m

ung. Patient und A
rzt in Japan”, in: B

erliner M
edizinethische Schriften, N

r. 42. 

2000

28
．「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
有
機
体
論
│
ベ
ル
リ
ン
時
代
の
自
然
哲
学
の
基
本
構
造
│
」
二
〇
〇
一
年
、（
1
）│
8
所
収

29
． 「
シ
ェ
リ
ン
グ
と
エ
ッ
シ
ェ
ン
マ
イ
ヤ
ー

│
往
復
書
簡
の
中
か
ら
、シ
ェ
リ
ン
グ
の
思
想
発
展
に
お
け
る
エ
ッ
シ
ェ
ン
マ
イ
ヤ
ー

と
の
論
争
の
位
置
」『
日
本
医
科
大
学
基
礎
科
学
紀
要
』
二
九
号
、
二
〇
〇
一
年

30
． 「
生
殖
医
学
を
め
ぐ
る
議
論
と
『
子
ど
も
の
権
利
』
│
不
妊
治
療
に
お
け
る
『
子
ど
も
の
権
利
』
と
『
子
ど
も
』
の
過
程
的
性
格
」

『
医
療
と
倫
理
』
三
号
、
二
〇
〇
一
年

31
． 「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
読
と
個
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
問
題

│
『
同
意
』
と
『
提
供
者
の
権
利
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
情
報
倫
理
研
究

資
料
集
Ⅲ
』
二
〇
〇
一
年

32
． 「
人
間
の
尊
厳
と
科
学
研
究
の
自
由

│
『
個
人
情
報
』
の
守
秘
と
人
体
実
験
の
可
能
性
」『
理
想
』
六
六
八
号
、
理
想
社
、

二
〇
〇
二
年

33
．「
生
命
倫
理
と
は
何
か
」
資
料
集
生
命
倫
理
と
法
編
集
委
員
会
編
『
資
料
集
・
生
命
倫
理
と
法
』
太
陽
出
版
、
二
〇
〇
三
年

34
． 「『
現
実
的
な
も
の
』
あ
る
い
は
『
現
実
性
』
に
つ
い
て

│
後
期
シ
ェ
リ
ン
グ
に
お
け
る
神
話
と
自
然
哲
学
」『
白
山
哲
学
』

三
七
号
、
二
〇
〇
三
年

35
． 「
近
代
人
格
論
と
「
公
共
性
」
の
問
題
│

所
有
と
承
認
、
契
約
論
的
理
論
構
成
と
ヘ
ー
ゲ
ル
労
働
論
の
問
題
」『
協
同
総
研
・
現
代

理
論
研
・
研
究
報
告
書
』
第
三
部
、
二
〇
〇
三
年
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36
． 「
健
康
概
念
の
再
検
討

│
そ
の
社
会
科
学
的
分
析
と
『
病
気
』
観
の
転
換
」『
協
同
総
研
・
現
代
理
論
研
・
研
究
報
告
書
』

二
〇
〇
三
年

37
．「
シ
ェ
リ
ン
グ
の
自
然
哲
学

│
ド
イ
ツ
観
念
論
に
お
け
る
自
然
哲
学
の
伝
統
」
二
〇
〇
四
年
、（
1
）│
11
所
収

38
． “F

reedom
 of Scientific R

esearch and H
um

an D
ignity: Japanese D

iscussions follow
ing W

ar-tim
e H

um
an 

E
xperim

entation and Im
plications for Today’s D

ebates on M
edical E

thics”, in: T
w

entieth C
entury E

thics of H
um

an 

Subjects R
esearch: H

istorical Perspectives on Values, Practices, and R
egulations. ed. Volker R

oelcke and G
iovanni 

M
aio, Stuttgart: Steiner, 2004

39
． 「
情
報
移
転
を
伴
う
医
療
情
報
と
情
報
倫
理
の
研
究
」『
情
報
技
術
（IT

）
を
応
用
し
た
老
人
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
評
価
書

に
基
づ
く
ア
ウ
ト
カ
ム
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
の
研
究
開
発
』（
主
任
研
究
者
・
太
田
久
彦
）
分
担
研
究
書
、
二
〇
〇
四
年

40
． “Problem

s on Inform
ation in M

edicine and H
ealth C

are and Inform
ation E

thics: T
he fundam

ental C
haracter of 

M
edical Inform

ation and the Problem
 of D

ata Protection”, in Journal of A
dvanced Sciences, Vol. 16, N

o. 3 &
 4, 2005

41
．「
フ
ィ
ヒ
テ
と
シ
ェ
リ
ン
グ

│
絶
対
知
に
つ
い
て
」
二
〇
〇
五
年
、（
1
）│
12
所
収

42
．「
知
的
直
観

│
カ
ン
ト
と
ス
ピ
ノ
ザ
の
交
差
、
あ
る
い
は
自
然
哲
学
の
基
礎
」『
理
想
』
六
七
四
号
、
理
想
社
、
二
〇
〇
五
年

43
． 「
シ
ェ
リ
ン
グ
自
由
論
に
お
け
る
『
汎
神
論
』
の
克
服
と
『
ス
ピ
ノ
ザ
』
問
題

│
カ
ン
ト
か
ら
の
乖
離
の
ひ
と
つ
の
帰
結
（
一
）」

『
白
山
哲
学
』
四
〇
号
、
二
〇
〇
六
年

44
．“C
hallenge from

 Japan and A
sia”, in Journal of Philosophy and E

thics in H
ealth C

are and M
edicine, N

o. 1, 2006

45
． 「
工
学
倫
理
あ
る
い
は
科
学
技
術
倫
理
、JA

B
E

E

と
そ
の
問
題
点

│
『
哲
学
』
は
今
、
何
を
問
わ
れ
て
い
る
か
」『
医
療
と
倫
理
』

六
号
、
二
〇
〇
六
年
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46
． ｢

『
安
全
性
』基
準
の
現
段
階
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
主
義

│
『
安
全
性
』基
準
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
主
義
の
限
界｣

『
コ
ー

プ
し
ず
お
か
「
二
〇
二
〇
年
に
向
け
た
宣
言
」
報
告
書
』、
二
〇
〇
八
年

47
．「
ス
ピ
ノ
ザ
の
自
然
観

│
古
代
的
自
然
観
と
近
代
的
自
然
観
の
交
差
」（
1
）│
13
所
収

48
．「
シ
ェ
リ
ン
グ
の
自
然
観

│
不
可
視
の
精
神
、
可
視
的
自
然
」（
1
）│
13
所
収

49
． 「
シ
ェ
リ
ン
グ
、
自
然
哲
学
の
可
能
性

│

｢

自
己
意
識
の
歴
史｣

と｢

経
験｣

と
し
て
の
歴
史
」『
東
洋
学
研
究
』（
東
洋
学
研

究
所
紀
要
）
四
六
号
、
二
〇
〇
九
年

50
． 「
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
「
死
の
舞
踏
」（
一
）
│
ユ
ー
リ
ウ
ス
・
モ
ー
ゼ
ス
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
人
体
実
験
」『
白
山
哲
学
』
四
三
号
、

二
〇
〇
九
年

51
． “U

eber “ das U
nvordenkliche“ beim

 späten Schelling oder über den A
nfang und die M

öglichkeit der positiven 

Philosophie”, in: G
oethe-Jahrbuch, N

r. 51, 2009

52
． 「
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
死
の
舞
踏
（
二
）

│
ユ
リ
ウ
ス
・
モ
ー
ゼ
ス
の
『
人
体
実
験
』
批
判
」『
白
山
哲
学
』
四
四
号
、
二
〇
一
〇

年

53
． 「
智
慧
と
知
識

│
「
実
践
知
」
あ
る
い
は
看
護
知
に
つ
い
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
ヘ
ー
ゲ
ル
に
即
し
て
」『
生
と
死
』（
東
洋

英
和
女
学
院
大
学
大
学
院
人
間
科
学
（
死
生
学
）
勉
強
会
）
一
二
・
一
三
号
、
二
〇
一
一
年

54
． 「
ド
イ
ツ
自
然
療
法

│
そ
の
過
去
と
現
在
」
日
本
医
学
哲
学
倫
理
学
会
編
『
市
民
公
開
講
座
資
料
集　

代
替
・
補
完
医
療
の
可

能
性
と
限
界
の
検
証
』
二
〇
一
一
年

55
． 「『
近
代
医
学
』
と
『
自
然
療
法
』
の
相
克

│
「
医
学
の
危
機
」
論
争
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
代
医
学
の
確
立
へ
の

道
程
を
背
景
に
し
て
」『
東
洋
学
研
究
』（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
）、
二
〇
一
二
年
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56
．「
ヒ
ュ
ー
ム
と
カ
ン
ト

│
『
原
始
契
約
』
と
社
会
構
成
原
理
に
つ
い
て
」『
白
山
哲
学
』
四
六
号
、
二
〇
一
二
年

57
． 「
グ
ア
テ
マ
ラ
の
人
体
実
験

│
第
一
報
告
書
に
そ
く
し
て
」『
一
五
年
戦
争
と
日
本
の
医
学
医
療
研
究
会
会
誌
』
一
三
巻
二
号
、

二
〇
一
三
年

58
．「
ヴ
ァ
ハ
タ
ー
と
ス
ピ
ノ
ザ
主
義

│ensoph

を
め
ぐ
っ
て
」『
ス
ピ
ノ
ザ
ー
ナ
』
一
四
号
、
二
〇
一
三
年

59
． 「
自
己
肯
定
と
し
て
の
神

│
「
同
一
性
哲
学
」
に
お
け
る
絶
対
者
の
把
握
、
そ
し
て
知
的
直
観
」『
白
山
哲
学
』
四
八
号
、

二
〇
一
四
年

60
． 「W

eltalter

の
研
究
動
向
と
マ
ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
シ
ェ
リ
ン
グ
研
究
」『
国
際
哲
学
研
究
』（
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ

ン
タ
ー
）
別
冊
五
号
、
二
〇
一
四
年

61
． “H

egels Zeit-R
aum

-Lehre in seiner N
atuephilosophie der” E

nzyklopädie“(1830)”, in: H
egel in Japan. Studien zur 

Philosophie H
egels, hrsg. Yoichi K

ubo, Seiichi Yam
aguchi und Lothar K

natz, Zürich: LIT
 Verlag, 2015

62
． 「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
け
る
地
域
医
療
と
医
療
倫
理

│
3
．11
以
後
の
時
代
に
」『
医
学
哲
学
医
学
倫
理
』
三
三
号
、

二
〇
一
五
年

63
． 「
カ
ン
ト
と
知
的
直
観

│
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
超
越
論
的
感
性
論
の
分
析
か
ら
」『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究

科
』
五
二
集
、
二
〇
一
六
年

64
．「
フ
ィ
ヒ
テ
と
シ
ェ
リ
ン
グ

│
『
知
的
直
観
』
と
『
絶
対
知
』」『
白
山
哲
学
』
五
一
号
、
二
〇
一
七
年
二
月
（
印
刷
中
）

65
． 「
環
境
と
の
媒
介
に
お
け
る
生
命

│
ヘ
ー
ゲ
ル
自
然
哲
学
に
即
し
て
」『
自
然
・
環
境
・
人
間
』
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
国

際
哲
学
研
究
』
別
冊
9
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
（
印
刷
中
）
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⑸
翻
訳
そ
の
他

1
． 「
シ
ェ
リ
ン
グ
『
自
然
哲
学
の
哲
学
一
般
に
対
す
る
関
係
に
つ
い
て
』」（
共
訳
）、『
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
』
六
号
、
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
会
、

一
九
八
八
年

2
． 「F.W

.J. 
シ
ェ
リ
ン
グ
『
芸
術
哲
学
講
義
草
稿
』
一
八
〇
二
／
一
八
〇
三
年　

序
論
及
び
第
一
部
第
一
章
」（
共
訳
）、『
日
本
医
科

大
学
基
礎
科
学
紀
要
』
九
号
、
一
九
八
八
年

3
． 「
シ
ェ
リ
ン
グ
『
哲
学
的
関
連
に
お
け
る
ダ
ン
テ
に
つ
い
て
』」（
共
訳
）、『
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
』
九
号
、
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
会
、

一
九
八
九
年

4
． 「
イ
ェ
ー
ナ
学
芸
新
聞
に
お
け
る
シ
ェ
リ
ン
グ
自
然
哲
学
へ
の
書
評
（
一
七
九
九
年
一
〇
月
四
日
付
）」（
共
訳
）、『
自
然
哲
学
研
究
』

一
号
、
一
九
八
九
年

5
．（
分
担
執
筆
）『
現
代
哲
学
概
論
』
岩
崎
允
胤
、
鯵
坂
真
編
、
青
木
書
店
、
一
九
九
〇
年

6
． 「
シ
ェ
リ
ン
グ
『
哲
学
一
般
の
形
式
の
可
能
性
に
つ
い
て
』」（
共
訳
）、『
日
本
医
科
大
学
基
礎
科
学
紀
要
』
一
〇
号
、
一
九
八
九

年

7
． 「
日
本
語
で
読
め
る
シ
ェ
リ
ン
グ
文
献
」『
講
座
ド
イ
ツ
観
念
論
第
四
巻　

自
由
と
自
然
の
深
淵
』
廣
松
渉
、
加
藤
尚
武
、
坂
部
恵

編
、
弘
文
堂
、
一
九
九
〇
年

8
．「
シ
ェ
リ
ン
グ
『
自
然
法
の
新
演
繹
』」（
共
訳
）、『
日
本
医
科
大
学
基
礎
科
学
紀
要
』
一
一
号
、
一
九
九
〇
年

9
．「
自
然
哲
学
研
究
会
│
最
近
の
自
然
哲
学
研
究
と
自
然
哲
学
研
究
会
」『
理
想
』
六
四
八
号
、
理
想
社
、
一
九
九
二
年

10
．（
分
担
執
筆
）『
人
間
と
は
何
か
│
西
洋
近
代
・
現
代
の
人
間
論
』、
谷
口
龍
男
、
富
永
厚
編
著
、
北
樹
出
版
、
一
九
九
二
年

11
． （
分
担
訳
）
ロ
イ
ス
・
Ｒ
．
メ
リ
ー
ナ
『
子
ど
も
を
迎
え
る
人
の
本

│
養
親
の
た
め
の
手
引
き
』
伊
坂
青
司
、
岩
崎
暁
男
監
訳
、
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ど
う
ぶ
つ
社
、
一
九
九
二
年

12
．「
シ
ェ
リ
ン
グ
研
究
文
献
目
録
」（
共
編
）、『
シ
ェ
リ
ン
グ
年
報
』
創
刊
号
、
一
九
九
三
年

13
．（
短
評
）“W

. Pauli: W
ritings on Physics and Philosophy”

『
日
本
物
理
学
会
誌
』
五
〇
巻
九
号
、
一
九
九
五
年

14
． 

ド
イ
ツ
疫
学
研
究
学
会
お
よ
び
諸
州
デ
ー
タ
保
護
委
任
会
議
科
学
研
究
集
団
「
疫
学
研
究
と
個
人
情
報
保
護
（E

pidem
iologie 

und D
atenschutz

）」『
医
療
と
倫
理
』
五
号
、
二
〇
〇
五
年

15
． “H

eilpraktikergesetz, 1939” 

日
本
医
学
哲
学
倫
理
学
会
編
『
市
民
公
開
講
座
資
料
集　

代
替
・
補
完
医
療
の
可
能
性
と
限
界
の

検
証
』
二
〇
一
一
年

16
．「
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ
ん
と
代
理
母
禁
止
に
つ
い
て
の
法
律
」『
医
療
と
倫
理
』
一
一
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
（
印
刷
中
）
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二
〇
一
六
年
度
（
平
成
二
八
年
度
）
哲
学
科
彙
報

一
　
哲
学
科
の
活
動
（
二
〇
一
六
年
四
月
～
二
〇
一
七
年
三
月
）

・ 

第
一
部
哲
学
科
長
に
相
楽
勉
教
授
、
大
学
院
哲
学
専
攻
長
に
河
本
英
夫

教
授
が
就
任
し
た
。（
四
月
）

・
哲
学
科
准
教
授
に
稲
垣
諭
氏
、
哲
学
科
助
教
に
坂
本
邦
暢
氏
が
就
任
し

た
。（
四
月
）

・ 

哲
学
科
教
育
補
助
員
（
Ｔ
Ａ
）
に
博
士
後
期
課
程
在
学
中
の
増
田
隼
人

氏
、寅
野
遼
氏
、石
井
亮
治
氏
、藤
坂
大
佑
氏
の
四
名
が
就
任
し
た
。（
四

月
）

・
哲
学
科
四
年
生
の
卒
業
論
文
正
式
題
目
が
決
定
し
た
。（
五
月
）

・ 

哲
学
科
三
年
生
を
対
象
と
し
た
卒
論
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
た
。（
七

月
）

・ 

哲
学
科
教
育
補
助
員
（
Ｔ
Ａ
）
の
増
田
隼
人
氏
が
退
任
し
、
後
任
と
し

て
小
笠
原
香
乃
氏
、
田
島
有
里
氏
が
就
任
し
た
。（
一
〇
月
）

・ 

第
二
六
回
白
山
哲
学
会
を
一
〇
月
二
九
日
（
土
）、
六
号
館
６
２
０
９

教
室
で
開
催
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
大
会
内
で
長
島
隆
教
授
の
最
終
講

義
を
実
施
し
た
。

・ 

哲
学
科
三
年
生
の
卒
業
論
文
仮
題
目
届
を
集
計
、
担
当
教
員
を
決
定
し

た
。（
一
一
月
）

・
平
成
二
八
年
度
の
哲
学
科
卒
業
論
文
の
提
出
。（
一
二
月
）

・
平
成
二
八
年
度
の
大
学
院
哲
学
専
攻
修
士
論
文
の
提
出
。（
一
月
）

・ 

卒
業
論
文
及
び
修
士
論
文
の
口
頭
審
査
。
修
士
論
文
は
大
学
院
で
指
導

を
担
当
し
て
い
る
教
員
（
河
本
、
相
楽
、
永
井
、
長
島
、
辻
内
）
が
審

査
に
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
成
績
判
定
が
行
わ
れ
、
成
績
に
応
じ
て
各

賞
を
決
定
し
た
。（
一
月
、
二
月
）

二
　
教
員
の
活
動

相
楽
　
勉
（
教
授
）

　

論　
　

文　

１
． 「
自
然
観
の
転
換
と
美
学
受
容
│
森
鴎
外
の
場
合
」（
東

洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
国
際
哲
学
研

究
』
第
六
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
刊
行
予
定
）

　

学
会
発
表　

１
． 「
美
学
受
容
と
「
自
然
」
│
森
鴎
外
の
場
合
│
」（
東

洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
研
究
会｢

日

本
語
「
自
然
」
の
定
着
過
程
に
お
け
る
諸
問
題

│

国
語
学
・
哲
学
・
文
学
の
観
点
か
ら
│｣

、
東
洋
大

学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
二
日
）

　

学
会
活
動 

 

実
存
思
想
協
会
（
理
事
）、
比
較
思
想
学
会
（
理
事
、

評
議
員
）

　

教
育
活
動 

 

学
部
：「
哲
学
基
礎
概A

B

」「
問
題
群
演
習
ⅡA

B

」

｢

現
代
思
想
演
習｣

「
日
本
哲
学
特
講
」

大
学
院
：「
比
較
思
想
特
論A

B

」、「
哲
学
研
究
指
導

ⅡA
B

」（
博
士
前
期
課
程
）「
哲
学
特
殊
研
究
Ⅶ

A
B

」（
博
士
後
期
課
程
）
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大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動

哲
学
科
長
、
文
学
部
予
算
委
員

河
本
英
夫
（
教
授
）

　

著　
　

書　

１
． 『
第
三
系
統
論
』（
郭
連
友
訳
、二
〇
一
六
年
一
二
月
、

中
央
編
集
出
版
、
北
京
）

２
．『
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
エ
コ
』（
二
〇
一
七
年
一
月
、

私
家
版
）

３
．『
現
象
学
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
』（
二
〇
一
七
年
三

月
、
晃
洋
書
房
、
共
編
著
）

　

論　
　

文　

１
． 「
現
代
史
」（
永
井
良
三
他
編
『
医
と
知
の
航
海
』、

西
村
書
店
、
二
〇
一
六
年
七
月
、
二
〇
四
│
二
二
三

頁
）

２
．「
ゲ
ー
テ
自
然
学
と
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」（『
モ

ル
フ
ォ
ロ
ギ
ア
』
第
三
八
号
二
〇
一
六
年
一
一
月
、

二
四
│
三
六
頁
）

３
．「
美
と
真
」（『
現
代
思
想
』、
二
〇
一
七
年
一
月
）

４
．「
シ
ス
テ
ム
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」（『「
エ
コ
・

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
研
究
』
第
一
一
号
別
冊
、

二
〇
一
七
年
三
月
刊
行
予
定
）

５
．「
自
然
と
い
う
現
実
性
」（『
国
際
哲
学
研
究
』
別
冊

九
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
刊
行
予
定
）

６
．「
チ
バ
ニ
ア
ム
」（『「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
研
究
』

第
一
一
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
刊
行
予
定
）

７
．「
シ
ス
テ
ム
的
介
入
の
最
近
接
領
域
」（『「
エ
コ
・
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
」
研
究
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
七
年
三
月

刊
行
予
定
）

８
．「
空
の
岩　

大
地
の
岩　

水
の
岩

│
感
触
の
現
象

学
」（『
白
山
哲
学
』
第
五
一
号
、
二
〇
一
七
年
二
月

刊
行
予
定
）

　

概　
　

論　

１
． 「
環
境
│

人
間
の
組
織
化
」（
鼎
談
）（『「
エ
コ
・
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
」
研
究
』
第
一
一
号
別
冊
、
二
〇
一
七
年

三
月
刊
行
予
定
）

２
．「
シ
ス
テ
ム
的
介
入
の
最
近
接
領
域
Ｐ
Ｐ
Ｔ
」（『「
エ

コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
研
究
』
第
一
一
号
別
冊
、

二
〇
一
七
年
三
月
刊
行
予
定
）

３
．「
未
了
・
未
決
の
人

│
長
島
隆
先
生
に
贈
る
言
葉
」

（『
白
山
哲
学
』
第
五
一
号
、
二
〇
一
七
年
二
月
刊
行

予
定
）

　

学
会
活
動 

日
本
病
跡
学
会
常
任
理
事
（
理
事
）

　

講　
　

演　

１
． 「
安
吾
と
現
代
」（
公
開
講
座
第
五
回
、
二
〇
一
六
年

六
月
二
四
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

２
．「
自
然
と
い
う
現
実
性
」（
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究

セ
ン
タ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
二
〇
一
六
年
九
月
二
四

日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

３
．「
シ
ス
テ
ム
的
介
入
の
最
近
接
領
域
」（
第
八
回
人
間
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再
生
研
究
会
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
七
日
、
東
洋

大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

４
．「
天
命
反
転
Ａ
か
ら
Ｚ
の
そ
の
向
こ
う
」（
二
〇
一
七

年
三
月
五
日
、
三
鷹
天
命
反
転
住
宅
）

　

教
育
活
動 

 
学
部
：「
現
代
哲
学
演
習
Ⅰ
」、「
哲
学
と
科
学
」、「
問

題
群
演
習
Ⅰ
」、「
論
理
学
概
論A

B

」

大
学
院
：「
現
代
哲
学
演
習
ⅡA

B

」、「
哲
学
特
殊
研

究
ⅠA

B
」

　

大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動

大
学
院
哲
学
専
攻
長

中
里
　
巧
（
教
授
）

　

論　
　

文　

１
． 「
北
欧
北
方
の
霊
性
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」（『
白
山

哲
学
』
第
五
一
号
、
二
〇
一
七
年
二
月
刊
行
予
定
）

２
．「
東
方
正
教
会
に
お
け
る
余
白
の
思
想
│
イ
コ
ン
や

悪
魔
祓
い
を
め
ぐ
る
実
存
的
思
索
の
構
造
│
」（『
東

洋
学
研
究
』
第
五
四
号
、
東
洋
学
研
究
所
刊
、

二
〇
一
七
年
三
月
刊
行
予
定
）

３
．「
現
代
的
知
性
の
再
検
討
と
希
求
さ
れ
る
霊
性
│
講

演
要
旨
│
」（『
天
地
│
金
光
教
報
│
』
金
光
教
本
部

教
庁
、
二
〇
一
六
年
九
月
、
一
五
│
一
八
頁
）

４
．「
現
代
的
知
性
の
再
検
討
│
講
演
報
告
│
」（『
金
光

新
聞
』
金
光
財
団
金
光
教
徒
社
事
業
部
、
二
〇
一
六

月
八
月
七
日
、
第
一
一
五
一
号
、
第
六
面
）

　

学
会
発
表　

１
． 「「
自
己
生
成
」
概
念
の
精
神
史
│
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー

ル
思
想
の
固
有
性
│
」（
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
協
会
大

会
第
一
七
回
口
頭
発
表
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ

ス
、
二
〇
一
六
年
七
月
三
日
）

２
．「
キ
リ
ス
ト
教
正
教
イ
コ
ン
に
お
け
る
実
存
的
思
索

の
構
造
」（
日
本
宗
教
学
会
第
七
五
回
大
会
口
頭
発

表
、
早
稲
田
大
学
、
二
〇
一
六
年
九
月
一
〇
日
）

　

学
会
活
動 

 

役
員
：
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
協
会
理
事
（
理
事
）
兼
事

務
局
長
（
幹
事
長
）・
日
本
宗
教
学
会
（
評
議
委
員
）・

日
本
臨
床
死
生
学
会
（
理
事
）・
北
欧
精
神
史
研
究

会
（
代
表
）

事
務
局
：
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
協
会
事
務
局
（
東
洋
大

学
白
山
校
舎
中
里
個
人
研
究
室
）

　

講　
　

演　

１
． 「
現
代
的
知
性
の
再
検
討
と
希
求
さ
れ
る
霊
性
」（
金

光
教
学
研
究
所
第
55
回
教
学
研
究
会
口
頭
発
表
、
金

光
教
本
部
、
金
光
北
ウ
ィ
ン
グ
や
つ
な
み
ホ
ー
ル
、

二
〇
一
六
年
六
月
一
八
日
）

　

教
育
活
動 

大
学
院
：「
哲
学
特
殊
研
究
ⅡA

B

」（
博
士
後
期
課
程
）

長
島
　
隆
（
教
授
）

　

論　
　

文　

１
． 「
フ
ィ
ヒ
テ
と
シ
ェ
リ
ン
グ
│
『
知
的
直
観
』
と
絶

対
知
」（『
白
山
哲
学
』
第
五
一
号
、
二
〇
一
七
年
二
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月
刊
行
予
定
）

２
．「
環
境
と
の
媒
介
に
お
け
る
生
命
│
ヘ
ー
ゲ
ル
自
然

哲
学
に
即
し
て
」（
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン

タ
ー
編
『
国
際
哲
学
研
究
』
別
冊
九
号
、
二
〇
一
七

年
三
月
刊
行
予
定
）

３
．「
遠
隔
医
療
の
現
在
」（『
医
療
と
倫
理
』
第
一
〇
号
、

関
東
医
学
哲
学
・
倫
理
学
会
、
二
〇
一
七
年
三
月
）

　

翻　
　

訳　

１
． 「
代
理
母
禁
止
と
養
子
縁
組
あ
っ
せ
ん
に
関
す
る
法

律
」（『
医
療
と
倫
理
』
第
一
〇
号
、関
東
医
学
哲
学
・

倫
理
学
会
、
二
〇
一
七
年
三
月
）

　

学
会
発
表　

１
． 「
環
境
と
の
媒
介
に
お
け
る
生
命
」（
東
洋
大
学
国
際

哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
東
洋
大
学
哲
学
科
共
催
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
自
然
、
人
間
、
環
境
」、
二
〇
一
六
年

九
月
二
五
日
）

２
．「
フ
ィ
ヒ
テ
と
シ
ェ
リ
ン
グ
│
『
知
的
直
観
』
と
絶

対
知
」（
第
二
六
回
白
山
哲
学
会
、
二
〇
一
六
年

一
〇
月
二
九
日
）

３
．「
鴎
外
記
念
館
－
津
和
野
、
文
京
そ
し
て
ベ
ル
リ
ン
」

（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
日
本
、
モ
ン
ゴ
ル
、
イ
ン
ド
、
中
国
に
お
け
る
共

生
的
精
神
文
化
の
諸
相
」
研
究
発
表
会
、）

　

学
会
活
動 

 

医
学
哲
学
倫
理
学
会
評
議
員
、
日
本
哲
学
会
編
集
委

員
会
委
員
、
日
本
ゲ
ー
テ
協
会
「
ゲ
ー
テ
賞
」
選
考

委
員

　

教
育
活
動 

 

学
部
：「
ド
イ
ツ
語IIA

①
」、「
ド
イ
ツ
語IIA

④
」、「
西

洋
哲
学
史
概
説IIA

B

」、「
近
世
哲
学
演
習
Ⅰ
」

大
学
院
：「
近
世
哲
学
研
究A

B

」（
博
士
前
期
過
程
）

「
哲
学
特
殊
研
究
ⅢA

B

」（
博
士
後
期
課
程
）

　

大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動

東
洋
学
研
究
所
運
営
委
員
、
全
学
図
書
館
運
営
委
員

お
よ
び
白
山
図
書
館
運
営
委
員
（
大
学
院
文
学
研
究

科
推
薦
）、
哲
学
科
お
よ
び
哲
学
専
攻
選
書
委
員

永
井
　
晋
（
教
授
）

　

論　
　

文　

１
． 「
象
徴
の
哲
学

│
生
命
の
論
理
と
し
て
の
カ
バ

ラ
ー
」（『
シ
ェ
リ
ン
グ
年
報
』
第
二
四
号
、
こ
ぶ
し

書
房
、
二
〇
一
六
年
七
月
二
日
、
三
〇
頁
〜
四
〇
頁
）

２
．Phénom

énologie, m
étaphysique, philosophie 

com
parée--E

squisse d

’une phénom
énologie 

positive--, “P
h

enom
enology and Japanese 

Philosophy”, Springer

（
二
〇
一
七
年
三
月
刊
行

予
定
、
頁
数
未
定
）

　

学
会
活
動 

日
本
現
象
学
会
（
理
事
）、
比
較
思
想
学
会
（
理
事
）

　

講　
　

演　

１
． 「
形
而
上
学
と
し
て
の
比
較
哲
学
」（
比
較
思
想
学
会

第
四
三
回
大
会
、
関
西
大
学
、
二
〇
一
六
年
六
月

一
九
日
）



129

２
．「
近
代
日
本
の
哲
学
思
想
に
お
け
る
伝
統
と
近
代
」（
イ

ラ
ン
、
タ
バ
タ
バ
ー
イ
ー
大
学
、
二
〇
一
七
年
三
月

予
定
）

　

教
育
活
動 

 

学
部
：「
宗
教
学
ⅠA

B

」、「
地
域
文
化
研
究
Ⅲ

A
B

」、「
現
代
哲
学
特
講
Ⅰ
」、「
現
代
哲
学
演
習
Ⅱ
」、

「
哲
学
演
習
Ⅱ
（
仏
）」

大
学
院
：「
現
代
哲
学
演
習
ⅠA

B

」、「
哲
学
研
究
指

導
ⅢA

B
」（
博
士
前
期
過
程
）、「
哲
学
特
殊
研
究

A
B

」、「
哲
学
研
究
指
導
ⅥA

B

」（
博
士
後
期
課
程
）

　

大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動

文
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
委
員
会
委
員
長
、
キ
ャ

リ
ア
形
成
委
員
会
委
員

辻
内
宣
博
（
准
教
授
）

　

書　
　

評　

１
． （
新
刊
紹
介
）K

uni SA
K

A
M

O
T

O
. （2016

） Julius 
C

aesar Scaliger, R
enaissance R

eform
er of 

A
ristoteliam

osm
: A

 Study of H
is E

xotericae 

E
xercitationes, B

rill.（『
西
洋
中
世
研
究
』第
八
号
、

二
〇
一
六
年
、
二
八
六
│
二
八
七
頁
）

　

学
会
活
動 

 

中
世
哲
学
会
（
事
務
局
幹
事
，情
報
シ
ス
テ
ム
委
員
）

西
洋
中
世
学
会
（
事
務
局
委
員
）

　

教
育
活
動 

 

学
部
：「
西
洋
哲
学
史
概
説
ⅠA

B

」、「
問
題
群
演
習

Ⅲ
」、「
哲
学
概
論
」、「
古
代
哲
学
特
講
」、「
中
世
近

世
哲
学
演
習
」

大
学
院
：「
古
代
中
世
哲
学
研
究A

B

」（
博
士
前
期

課
程
）

　

大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動

教
職
課
程
運
営
委
員
会
委
員
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討

委
員
会
委
員
、
入
試
委
員
会
委
員
、
文
学
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
担
当
委
員

稲
垣
　
諭
（
准
教
授
）

　

著　
　

書　

１
． 『
医
と
知
の
航
海
』（
西
村
書
店
、二
〇
一
六
年
七
月
、

三
八
〜
六
〇
頁
、
項
目
「
哲
学
」）

２
．『
現
象
学
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
』（
二
〇
一
七
年
三

月
、
晃
洋
書
房
、
共
編
著
、「
臨
床
と
影
│
操
作
と

変
容
す
る
主
体
の
現
象
学
」
を
寄
稿
）

　

論　
　

文　

１
． 「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

現
象
学
の
可
能
性
を
再
考
す

る
│
実
践
的
学
科
と
の
結
び
つ
き
を
中
心
に
」（『
現

象
学
年
報
』
三
二
号
、
日
本
現
象
学
会
編
、

二
〇
一
六
年
一
一
月
）

２
．「
最
近
接
領
域
の
現
象
学
」（『
臨
床
心
理
学
』、
日
本

臨
床
心
理
学
会
編
、
金
剛
出
版
、
二
〇
一
七
年
三
月

刊
行
予
定
）

３
．「
個
は
い
か
に
立
ち
上
が
る
の
か
」（『「
エ
コ
・
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
」
研
究
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
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刊
行
予
定
）

　

学
会
発
表　

１
． 「
健
康
と
持
続
可
能
性
」（
一
般
社
団
法
人
サ
ス
テ
イ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（SSC

）、
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
「
エ

コ･

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

共
催
研
究
集
会
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、

二
〇
一
六
年
六
月
三
日
）

２
．「
治
療
の
最
近
接
領
域
」（
第
八
回
人
間
再
生
研
究
会
、

東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
六
年
一
二
月

一
七
日
）

　

講　
　

演　

１
． 「
美
の
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
」（
ワ
コ
ー
ル
主
催

im
ages of B

eauty

│
さ
ま
ざ
ま
な
美
し
さ
の
か
た

ち
│
、
表
参
道
ス
パ
イ
ラ
ル
、
二
〇
一
六
年
一
二
月

四
日
）

２
．「
未
来
の
デ
ザ
イ
ン
へ
の
糸
口
、
デ
ザ
イ
ン
理
論
か

ら
」、（「
デ
ザ
イ
ン
の
理
念
と
形
成
：
デ
ザ
イ
ン
学

の
50
年
」
第
二
回　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
デ
ザ
イ
ン
ハ
ブ
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
〇

日
）

　

教
育
活
動 

 

学
部
：「
哲
学A

B

」、「
哲
学
史A

B

」、「
ロ
ジ
カ
ル

シ
ン
キ
ン
グ
入
門
」（
１
部
・
２
部
）、「
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
入
門
」（
１
部
・
２
部
）、「
哲
学

演
習
」、「
現
代
哲
学
演
習
ⅠA

B

」」

　

大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動

自
己
点
検
評
価
委
員

坂
本
邦
暢
（
助
教
）

　

著　
　

書　

１
． Julius C

aesar Scaliger, R
enaissance R

eform
er of 

A
ristotelianism

: A
 Study of H

is E
xotericae 

E
xercitationes. Leiden: B

rill, 2016. pp. viii+213.

２
．『
現
象
学
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
』（
二
〇
一
七
年
三

月
、晃
洋
書
房
、共
著
、「
デ
カ
ル
ト
を
読
む
フ
ッ
サ
ー

ル
：
コ
ギ
ト
、
場
所
、
時
間
」
を
寄
稿
）

　

翻　
　

訳　

１
． 『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
と
空
気
ポ
ン
プ
：
ホ
ッ
ブ
ズ
、

ボ
イ
ル
、
実
験
的
生
活
』（
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
シ
ェ

イ
ピ
ン
、
サ
イ
モ
ン
・
シ
ャ
ッ
フ
ァ
ー
著
、
吉
本
秀

之
監
訳
、
柴
田
和
宏
、
坂
本
邦
暢
訳
、
名
古
屋
大
学

出
版
会
、
二
〇
一
六
年
五
月
、vii

＋
三
三
七
＋

一
〇
六
頁
）

　

論　
　

文　

１
． 「
愛
は
世
界
を
動
か
す
：
前
近
代
宇
宙
論
に
お
け
る

神
、
知
性
、
天
球
」（『
史
苑
』
七
六
巻
、
二
〇
一
六

年
四
月
、
一
六
五
│
一
八
二
頁
）

２
．「
形
相
の
庇
護
者
：
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
・
ス
カ

リ
ゲ
ル
と
知
性
の
問
題
」（『
白
山
哲
学
』
第
五
一
号
、

二
〇
一
七
年
二
月
刊
行
予
定
）

　

書　
　

評　

１
． Yuichi A

kae, A
 M

endicant Serm
on C

ollection 
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from
 C

om
position to R

eception: T
he N

ovum
 

opus dom
inicale of John W

aldeby, O
E

SA

」『
西

洋
中
世
研
究
』
六
巻
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
、

二
四
三
│
二
四
四
頁
）

　

学
会
発
表　

１
． 「
政
治
と
真
空
：『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
と
空
気
ポ
ン
プ
』

か
ら
三
十
年
」（
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
会
、
学
習
院
女

子
大
学
、
二
〇
一
六
年
七
月
二
日
）

２
．“T

he A
gent Intellect and D

ivine m
ens in Julius 

C
aesar Scaliger and Jacob Schegk,” Sixteenth 

C
entury Society &

 C
onference, B

ruges, 

2016.8.19.

３
．「
デ
カ
ル
ト
に
知
ら
れ
ざ
る
神
：
新
哲
学
と
ア
レ
オ

パ
ゴ
ス
説
教
」（
第
二
六
回
白
山
哲
学
会
、

二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
九
日
）

　

そ
の
他
の
活
動１

．
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
哲
学
・
シ
ョ
ッ
ク
│
愛
智
の
営
み
は
何

を
受
け
取
ら
せ
た
の
か
│
」（
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ

ン
パ
ス
、
二
〇
一
六
年
十
月
八
日
）、
企
画
、
参
加
、

司
会

２
．
上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
主
催
／
神
学
・
哲
学
史

研
究
会
共
催
講
演
会「
中
世
に
お
け
る
平
和
の
諸
相
」

（
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
六
年
十
一

月
二
〇
日
）
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

３
．「
西
洋
中
世
の
見
／
魅
せ
方
│
高
校
の
勉
強
か
ら
大

学
の
学
問
へ
│
」（
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン

タ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ

ス
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
一
七
日
）
企
画
、
参
加

　

学
会
活
動 

 

日
本
科
学
史
学
会（
常
任
委
員
、和
文
誌
編
集
委
員
）、

西
洋
中
世
学
会
（『
西
洋
中
世
研
究
』
編
集
委
員
）

　

教
育
活
動 

 

学
部
：「
哲
学A

B

」「
哲
学A

B

」「
哲
学
史A

B

」「
哲

学
演
習
ⅠA

B

」

学
外
：「
科
学
史
」（
日
本
大
学
経
済
学
部
）

三
　
二
〇
一
六
年
度
哲
学
科
卒
業
論
文
題
目
一
覧

仮
面
に
つ
い
て 

高　

尾　

泰　

平

一
般
社
会
に
お
け
る
発
達
障
害
と
発
達
の
最
近
接
領
域
の
関
係
に
つ
い
て

 

熊　

谷　

俊　

典

音
楽
業
界
と
媒
体
の
変
容
と
、
楽
曲
制
作
か
ら
見
る
音
楽

　

│
歴
史
に
お
け
る
音
楽
の
広
ま
り
と
現
代
音
楽
の
諸
問
題
、
そ
の
未
来

 

岩　

崎　

孝　

将

ゲ
ー
テ
色
彩
論
か
ら
見
る
世
界 

河　

野　

佳　

祐

ニ
ー
チ
ェ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
│
精
神
の
三
つ
の
変
化

 

小　

舘　

龍　

一

芥
川
龍
之
介
│
「
河
童
」
に
見
ら
れ
る
芥
川
の
世
界
観

 

関　

口　

有　

希
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感
情
と
現
象
学
│
感
情
の
多
様
性
と
自
傷
行
為
に
つ
い
て
の

　

現
象
学
的
還
元
的
考
察 

竹　

下　

康　

平

日
々
の
こ
と 

菅　

原　

真　

琴

教
育
に
よ
っ
て
子
ど
も
は
有
徳
な
人
に
な
れ
る
か

　

│
プ
ラ
ト
ン
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
も
と
に
し
て 

丸　

山　

瑞　

穂

孤
独
死
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
現
象
学
的
存
在
論 

近　

藤　

峻　

吾

ス
ポ
ー
ツ
と
哲
学 

篠　

田　

喜
代
人

動
物
を
食
べ
る
こ
と
に
つ
い
て 

須　

田　

玲　

菜

ラ
ッ
セ
ル
の
『
幸
福
論
』
の
不
幸
の
原
因
は
不
幸
の
本
質
を

　

捉
え
て
い
る
か 

高　

城　

圭　

佑

良
心
や
道
徳
の
根
拠
に
宗
教
は
必
要
か 

高　

樋　

あ
ず
さ

音
楽
│
四
季
の
歌 

竹　

添　
　
　

結

死
の
自
己
決
定
権
│
ベ
ル
ギ
ー
の
女
性
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て

 
寺　

本　
　
　

遥

読
書
と
は
何
か
│
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
の
『
は
て
し
な
い
物
語
』
を

　

参
考
に
し
た
物
語
の
経
験
の
意
味
付
け 

中　

村　

正　

恵

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
芸
術
論 

益　

本　
　
　

衛

死
の
消
費
│
死
生
観
と
漫
画 

山　

田　

歩　

実

「
笑
い
」
と
「
人
」
の
結
び
つ
き
│
現
代
に
お
い
て
「
笑
い
」
と
は

 

我　

田　

隼　

介

音
楽
と
心 

野　

村　
　
　

誠

生
き
る
意
味 

岩　

間　

仁　

美

私
た
ち
は
常
に
価
値
判
断
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
の
か 

遠　

藤　

知　

里

絶
対
音
感
に
つ
い
て 

及　

川　

善
映
子

神
道
論
│
妖
怪
、
幽
霊
の
視
点
か
ら 

荻　

原　

沙　

季

書
の
哲
学
│
書
の
世
界
を
探
る 

柏　

木　

都
萌
美

意
識
の
ク
ラ
ウ
ド
化
│
水
面
下
で
常
に
稼
動
し
て
い
る
意
識

 

後　

藤　

知　

世

脳
死
は
人
の
尊
厳
を
奪
う
の
か 

柴　

田　

玲　

奈

現
代
社
会
に
お
け
る
正
義
と
悪 

島　

田　

菜
々
帆

映
像
演
出
と
立
体
演
出
に
つ
い
て
│
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

　

か
ら
見
る
立
体
と
映
像
の
融
合
効
果 

田　

崎　

瑞　

奈

ス
ポ
ー
ツ
と
哲
学 

富　

樫　

汰　

一

法
に
よ
る
罰
と
幸
福
感
情
は
関
係
が
あ
る
の
か 

松　

村　

芽　

依

自
己
と
他
者 

米　

山　

奈　

都

科
学
の
客
観
視
に
つ
い
て
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

│
科
学
発
見
と
発
展
の
主
観
性
の
線
引
き
問
題 

韓　
　
　

雨　

暘

贋
作
に
つ
い
て 

稲　

浦　
　
　

翼

た
の
し
い
性
教
育
│
性
交
の
教
育
に
つ
い
て 

坂　

本　

裕　

允

「
個
」
を
見
つ
め
る
│
小
津
安
二
郎
作
品
よ
り 

西　

丸　

早　

紀

歴
史
詩
学
考
検
│
ヘ
イ
ド
ン
・
ホ
ワ
イ
ト

　
『
メ
タ
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
に
つ
い
て 

渡　

邉　

和　

教

新
宗
教
に
つ
い
て
│
と
り
わ
け
そ
の
胡
散
臭
さ
に
つ
い
て

 

浅　

野　

瑠　

璃

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
倫
理
学
│
顔
に
対
す
る
責
任 

今　

岡　

裕　

貴

倫
理
と
合
理
性 

太　

田　

知　

秀
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人
間
観
に
つ
い
て 

大　

竹　

清　

仁

死
│
現
代
人
の
死
生
観 

前　

田　

明　

穂

「
笑
い
」
に
つ
い
て
│
お
笑
い
芸
人
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
は

 

正　

木　

敏　

朗

ヘ
ー
ゲ
ル
と
神
の
存
在
論
的
証
明
│
直
接
知
と
媒
介
知
の

　

統
一
と
い
う
観
点
か
ら 

八　

尾　

柚
希
也

確
率
の
主
観
説
と
科
学
的
推
論 

大　

滝　

陽　

心

道
徳
化
す
る
空
間
│
伊
藤
計
劃
『
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
の
カ
ン
ト
的
解
釈

 

工　

藤　

翔　

太

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
│C

rying D
eep B

lue 

越　

合　

航　

平

デ
カ
ダ
ン
ス
│
破
壊
に
よ
る
美
し
さ 

清　

水　

彩　

子

充
実
す
る
生
の
時
間
論 

高　

柳　

奈　

奈

消
費
者
心
理
│
小
売
業
に
お
け
る
「
物
」
か
ら
「
モ
ノ
」
へ

 
若　

林　

健　

一

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
│
フ
ー
コ
ー
と
愛
の
行
方

 

川　

島　

結　

花

個
と
世
界
の
「
間
」 

舟
久
保　

拓　

哉

踏
切
宇
宙
人 

鈴　

木　

美　

和

類
人
猿
に
人
権
は
あ
る
か 

藤　

本　

彩　

未

現
代
日
本
に
お
け
る
死
生
観 

渡　

邊　

清　

人

芸
術
作
品
の
意
味
に
つ
い
て
│
ル
ネ
・
マ
グ
レ
ッ
ト
の

　

絵
画
作
品
と
商
業
デ
ザ
イ
ン 

石　

田　

真　

菜

翻
訳
は
可
能
か
│
ク
ワ
イ
ン
か
ら
考
察
す
る 

岡　

田　

有　

紀

夢
分
析
に
つ
い
て 

金　

子　

由　

佳

物
語
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と 

川　

良　

美
野
里

ジ
ョ
ン
・
マ
ー
テ
ィ
ン
研
究
│
そ
の
生
涯
と
絵
画
の
対
象
の
推
移

 

關　
　
　

瑞　

穂

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
お
け
る
世
界
の
永
遠
性
の

　

証
明
不
可
能
性
に
つ
い
て 

石　

橋　

周　

都

死
の
準
備
教
育
│
死
を
見
つ
め
、
生
を
み
つ
め
な
お
す

 

兼　

坂　

美　

玖

ゲ
ー
ム
理
論
に
つ
い
て 

川　

島　

匡　

生

エ
ウ
ダ
イ
モ
ニ
ア
は
徳
倫
理
学
に
お
い
て
指
針
と
な
る
か

 

千　

葉　

晴　

日

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
哲
学
す
る

　

│
ア
ー
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
い
う
世
界
か
ら
み
た
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

 

二
階
堂　

真　

子

恋
愛
論
│
結
婚
・
出
産
に
お
け
る
社
会
問
題
か
ら
読
み
解
く
若
者
の

　

恋
愛
離
れ
に
つ
い
て
の
考
察 

廣　

畑　

瑛　

美

ケ
ル
ト
美
術
か
ら
の
ま
な
ざ
し
│
ケ
ル
ト
美
術
と
神
話
か
ら
み
る
思
想

 

峯　

岸　

祐　

季

日
本
に
お
け
る
仏
教
思
想
の
変
遷
│
儒
教
と
融
合
し
た
仏
教

 

岡　

本　

真　

乗

心
は
科
学
的
に
記
述
可
能
か 

井　

村　

友　

哉

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
と
現
代
社
会

　

│
人
は
社
会
の
中
で
、
自
由
に
な
れ
る
の
か 

阪　

後　

理　

生
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〝
愛
す
る
〞
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
│
現
代
の
若
者
が
大
切
な

　

パ
ー
ト
ナ
ー
を
傷
つ
け
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に 

藤　

野　

勇　

介

言
語
ゲ
ー
ム
論
考 

飯　

島　

章　

伍

ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
の
世
界
観
が
訴
え
か
け
る
も
の

 

秦
泉
寺　

美　

波

裁
き
の
神
か
ら
赦
し
の
神
へ 

辻　
　
　

祐　

香

日
本
と
キ
リ
ス
ト
教
│
日
本
で
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を

　
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
を
通
し
て
考
え
る 

永　

田　

千
枝
子

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
に
お
け
る
身
体
と
心 

宮　

澤　

瑠　

璃

実
存
と
不
安
│
サ
ル
ト
ル
と
ノ
ワ
ー
ル
文
学 

武　

藤　

裕　

也

子
ど
も
と
悪 

森　
　
　

綾　

香

占
星
術
に
つ
い
て

　

│
西
洋
占
星
術
の
解
釈
を
拡
げ
る
「
も
う
一
つ
の
出
生
図
」
の
存
在

 
渡　

辺　

咲
枝
子

人
間
の
意
志
決
定
に
つ
い
て 

井　

戸　

実　

咲

世
界
の
宗
教
│
歴
史
・
文
化
比
較
と
現
在
の
日
本 

小　

俣　

皓　

平

自
己
同
一
性
に
対
す
る
解
釈
│
漫
画
作
品
『
己
を
探
す
も
の
』

 

数　

田　

真　

実

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

│
伝
達
さ
れ
る
内
容
は
相
手
に
正
確
に
伝
わ
る
の
か
？

 

黒　

木　
　
　

亮

免
疫
学
的
に
見
る
人
間 

渡　

邊　

優　

輝

音
楽
に
つ
い
て
│
シ
ョ
パ
ン
の
ノ
ク
タ
ー
ン 

川
久
保　

沙　

耶

人
類
と
時
間 

小　

松　

秀　

平

奇
劇
か
非
劇 

小
見
山　

春　

代

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

　

│
音
楽
に
存
在
し
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
動
き 

高　

橋　
　
　

悠

創
造
的
忘
却 

眞　

木　

郁　

栄

日
本
文
化
の
美
│
茶
道　

生
み
だ
さ
れ
る
美 

赤　

羽　

由　

梨

エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
は
倫
理
的
に
正
当
化
さ
れ
る
か 

高　

橋　

幸　

佑

ア
ン
デ
ル
セ
ン
研
究
│
童
話
『
人
魚
姫
』
に
お
け
る
愛

 

中　

谷　

莉　

奈

言
葉
と
動
き
│
「
動
き
の
言
語
化
」
に
よ
る
コ
ツ
の
習
得

 

藤　

代　

真　

綾

美
術
館
と
現
代
ア
ー
ト 

近　

藤　

南　

美

行
為
と
判
断 

坂　

下　

喜　

彬

こ
こ
ろ
の
病
気
に
つ
い
て
│
社
会
不
安
障
害
と
対
人
恐
怖

 

松　

村　

慶
太
郎

サ
ン
デ
ル
の
政
治
哲
学
│
共
通
善
の
意
義
と
そ
れ
に
基
づ
く

　

政
治
に
つ
い
て 

鷲　

尾　

大　

樹

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
の
正
義
の
原
理
的
な
在
り
方
は
正
当
化
さ
れ
る
の
か

 

小　

形　

卓　

也

応
報
刑
か
ら
の
可
塑
性 

鈴　

木　

一　

平

責
任
訴
追
論 

大　

場　

康　

平

「
間
」
に
つ
い
て 

宮　

澤　
　
　

舞
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四
　
二
〇
一
六
年
度
修
士
論
文
題
目
一
覧

日
常
性
と
創
造
性
の
哲
学 

赤　

間　

裕　

太

認
知
と
行
為
の
現
象
学

　

│
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
臨
床
例
を
も
と
に
し
て
│

 

月　

成　

亮　

輔

五
　
二
〇
一
六
年
度
開
催
　
東
洋
大
学
白
山
哲
学
会

日
時　

平
成
二
八
年　

一
〇
月
二
四
日　

一
三
時
半
か
ら

会
場　

六
号
館
二
階　

６
２
０
９
教
室

研
究
発
表

　

司
会
：
辻
内
宣
博

　

坂
本
邦
暢
氏
（
東
洋
大
学
文
学
部
哲
学
科
助
教
）

　
　
「
デ
カ
ル
ト
に
知
ら
れ
ざ
る
神　

新
哲
学
と
ア
レ
オ
パ
ゴ
ス
説
教
」

長
島
隆
先
生
最
終
講
義

　

司
会
：
永
井
晋

　

長
島
隆
氏
（
東
洋
大
学
文
学
部
教
授
）

　
　
「
フ
ィ
ヒ
テ
と
シ
ェ
リ
ン
グ
│
知
的
直
観
と
絶
対
知
│
」

懇
親
会

　

八
号
館
一
階
、T

R
E

S D
IN

IN
G

そ
の
他

校
友
会
研
究
奨
励
賞
に
博
士
前
期
課
程
の
月
成
亮
輔
氏
、
学
部
四
年
生
の

八
尾
柚
希
也
氏
、
文
学
部
歓
学
奨
励
基
金
に
学
部
四
年
生
の
大
滝
陽
心
氏

が
選
出
さ
れ
た
。
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